
審査の視点 評価 倍率 点数

①
三保松原の
価値

○三保松原の本質的な価値を、よく理解し
ているか。

※実施要領６（２）ア（ア）に対応。

5 2 10

②
保存と活用の
バランス

○三保松原の保存についてよく理解したう
えで、活用とのバランスのとれた考え方を
持っているか。

※実施要領６（２）ア（イ）に対応。

5 4 20

③ 提案①

○三保松原の現状に即した提案になって
いるか。

○予防対策と事後対策を整理できている
か。

※実施要領６（２）イ（ア）に対応。

5 2 10

④ 提案②

○三保松原の現状に即した提案になって
いるか。

※実施要領６（２）イ（イ）に対応。

5 2 10

⑤
意見の

聴取と反映、
周知

○意見聴取と反映、及び周知する手法が
示されているか。

※実施要領６（２）ウ（ア）に対応。

5 2 10

⑥ わかりやすさ

○わかりやすい表現の手法が示されてい
るか。

※実施要領６（２）ウ（イ）全体に対応。

5 4 20

⑦ 体制

○組織体制は適切か。

○現状変更等の法的な知見を有する人材
を配置できるか。

※実施要領６（２）エに対応。

5 1 5

⑧ スケジュール
○業務スケジュール手順は適切か。

※実施要領６（２）エに対応。
5 1 5

5 ⑨ 費用
見積金額
（２年間分）

※別紙価格点数計算表による 10 1 10

100合計
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評価項目

1
三保松原に対する

考え方

2
三保松原の
課題への
創意工夫

3
親しみやすい
計画づくり

4 全体調整
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